
第５回《朝青教室》が５月１６日(土)に本部２階で行われました。 

今回は、スマホ・パソコンそれぞれのお悩みを解決する相談時間を設けつつ、グリット線やポートレート機能、自撮り

の方法など、スマホカメラで上手に写真を撮るコツについて伝授しました。 

参加してくださった同胞の中には「この機能があるなんて初めて知った！」と新しい発見をしてくれた方もいて、とても

やりがいのある活動だなと感じました。 

朝青ではこれからも同胞たちの生活を少しでも豊かにできるような生活セミナーを準備していきたいと思います。 

ＡＦＣ（アジアサッカー連盟）Ｕ１７女子アジアカップ２０２６（Ｕ１７女子アジア杯）の決勝が１７日に中国・蘇州で行わ

れ、朝鮮代表が日本に５ー１で勝利し、史上最多となる同大会５度目の優勝を決めた。朝鮮が同大会決勝で日本と

対戦するのは今回で７度目で、ともに５度目の優勝をかけての対戦だった。 

準決勝でハットトリックを達成したユ・ジョンヒャン選手は、「決勝は、これまで以上に自信がある。チームが勝つた

めに良いプレーをすることだけに集中している」と述べていた。 

チ・ユンナム監督は決勝戦に先立ち、「日本チームは非常に強いが、私たちが最初に得点できると信じている」と

語った。 

決勝では試合開始から３０分、FW ユ・ジョンヒャン選手が、MF キム・ウォンシム選手が蹴ったボールを拾い、その

ままゴールに押し込んだ。前半を１－０で終えた。 

５０分、DF パク・キョンリョン選手が遠くに放ったボールをユ選手が追いかけ、シュートを決めて朝鮮のリードを２点

に広げた。５３分に失点を許すも、２分後には、ユ選手のパスを受けキム・ウォンシム選手がペナルティーエリア外か

らカーブのかかったシュートを放ち、相手 GK の手をかすめてゴールを決めた。さらに８１分、ユ選手がキム選手のパ

スを受けてゴールを決め、続けて８９分にも得点。５－１の大勝で、２度目の連覇、５度目の優勝に輝いた。 

今大会では、１５ゴールをあげたユ・ジョンヒャン選手が、最優秀選手賞と得点王に、GK キム・ソンギョン選手が最

優秀ゴールキーパーに輝いた。 

朝鮮は準々決勝での勝利で、上位４チームに与えられるＵ１７女子 W 杯の出場権を獲得した。１０月にモロッコで

開催される W 杯での３連覇、５度目の優勝に期待がかかる。（朝鮮新報） 
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